
を
町
け
戒
せ
し
め
、熊
は
先
，つ
民
内
に
位
入
し
た
の
で
二

到
の
在
で
あ
っ
た
が
、
人
を
密
し
て
他
後
に
走
。
、

十
ず
る
に
笠
っ
た
が
、
正
保
四
年
政
冊
以
り
卒
し
た
際
秘

一
本
多
氏
の
家
制
。
笹
川
氏
の
院
佐
渡
守
正
信
の
二
子

州
首
は
手
憶
を
執
っ
て
泌
へ
椛
う
た
け
れ
ど
も
、
策

一
延
町
子
元
年
利
明
を
そ
の
地
に
県
げ
た
と
も
い
ふ
。
利

一
般
の
古
僚
を
胞
ぼ
し
た
こ
と
剛
山
年
前
川
利
治
山
知
る

一
で
、
一大
正
八
年
を
以
て
生
ま
れ
た
。
政
訴
年
十
こ
の

平
等
溢
に
之
を
例
し
、亦
将
雌
に
赴
い
て
自
白
し
た
。

一
明
十
入
以
内
時
江
戸
に
仰
で
、
山
間
流
の
釘
問
中
を
今
井

一
関
と
な
'り
、
河
北
部
宮
坂
の
松
阪
で
殺
裂
を
命
ぜ
ら

一
間
品
川
悦
長
右
衛
門
の
諮
ふ
防
と
な
っ
て
日目
広
郎
と
い

奴
世
間
日
芝
水
沼
内
と
糠
江
松
三
郎
は
、
近
江
M

目的

一
食
延
に
、
天
文
取
を
千
涜
必
胤
に
、
創
訟
を
山
鯨
大

一
れ
た
。
こ
の
都
は
三
箆
記
に
見
え
る
。

一
ひ
、
二
年
の
後
円
京
阪
に
仕
へ
た
が
、
凶
袋
二
年
努
邸

周
肝
に
来
っ
て
多
賀
町
三
郎
を
夜
見
し
、
繭
側
よ
0
そ

一
武
に
引
ぴ
、
明
和
四
年
終
に
私
抽
出
を
午
込
音
羽
岡
に
一

ホ
ン
ダ
マ
ザ
カ
ズ

本
多
政
和

加
賀
滞
の
老
臣
一
の
礼
母
子
阿
部
斑
八
を
析
。
、
伊
勢
に
逝
れ
て
正
木

の
的
犯
を
挟
漂
し
、
彦
組
鯨
に
自
尚
し
て
十
二
且
七

一
仰
い
た。

ー文
化
六
年
前
出
荷
腕
之
に
二
十
人
扶
持
を
一
本
多
氏
の
第
九
代
。
政
穫
の
嫡
子
。
文
化
十
年
八
且

一
左
止
(
衡
と
い
ひ
、
設
〈
も
な
く
一
原
則
に
赴
き
大
谷
育

日
金
抑
制
耐
の
廷
に
引
渡
さ
れ
た
o
唯
石
組
主
三
郎
を

一
興
へ

、
別
明
は
こ
の
秩
を
以
て
金
持
に
来
て
、
野
腕

一
什
六
日
出
生
。
尻
市
は
長
辿
愛
の
女
。
初
名
鰭
松

・
左
一
能
に
仕
へ
、
四
年
一
史
に
字
将
多
努
家
の
隠
と
な
っ
て

剛
山
叙
す
る
将
来
京
に
赴
い
た
ね
川
作
十
郎
と
上
山
一

一
の
岱
に
欧
洲
の
形
勢
を
険
き
、
沼
艦
の
必
製
あ
る
町

一
応
助
。
文
政
三
年
九
月
六
日
政
組
の
辿
知
五
砥
石
を

一
一
肺
二
砥
石
を
4
1
け
、
近
年
間
沼
に
従
う
て
伏
見
及
び

二
三
と
は
、
安
三
郎
が
来
俗
泌
を
闘
行
し
た
後
に
品
目

一
以
を
辿
べ
、
滞
内
に
初
め
て
入
総
使
用
訟
を
俳
へ

、

一
受
け
、
文
政
十
一
年
十
二
且
官
七
日
従
五
位
下
括
的

一
闘
ヶ
阪
に
抑
制
ひ
、
敗
後
近
江
剛
山
川
に
限
印
し
た
。
次

し
て
之
を
得
る
能
付
ず
。
殻
〈
も
な
〈
本
多
誠
一
等

一
宇
肢
を
縦
て
百
円
び
江
戸
に
院
。
、
本
側
畑
邸
の
切
に
佐

一
昨
寸
に
叙
任
し
、
弘
化
四
年
九
且
五
日
平
年
三
十
五
を
一
い
で
小
早
川
努
秋
に
M
m
か
れ
た
が
従
は
ず
、
安
誌
に

が
目
的
を
淫
し
た
と
の
報
を
得
た
か
ら
、
東
京
阪
凶

一
し
た
。
そ
の
忌
辰
付
河
北
榔
鮮
師
同
等
の
仰
に
文
政
四

一
円以
て
卒
し
た
。
法
製
義
誠
院
、
野
凶
山
に
葬
る
。
一
赴
い
て
前
島
正
則
か
ら
三
崎
砲
を
栄
け
、
七
年
正
則

川
な
る
金
制
仲
間
山
田
所
に
自
首
し
た
。

一
年
三
月
十
六
日
苧
年
七
十
八
と
し
、
脅
刑
制
純
林
寺
の
一

ホ
ン
ダ
マ
ザ
ザ
ネ

本
多
政
以

加
賀
開
仙
の
老
臣
一
を
僻
し
て
前
倒
利
長
に
仕
へ

、
食
品
仰
向
笛
の
如
く
で

(
四
〉
問
志
の
服
刑

l
則
治
五
年
十

一
月
四
日
石
川
将

一
山
過
去
帳
に
は
文
政
三
年
十
二
且
品川-
一日
平
年
七
十
七
一
本
多
氏
十

一
代
政
均
の
縞
男
。
元
治
元
年
七
且
サ
一

一
あ
っ
た
。
九
年
政
意
文
去
っ
て
米
神
に
赴
き
、
上
杉

刑
叫
州
政
は
本
多
田
畑
一
以
下
の
叩
砕
を
雌
断
し
た
が
、
約

一
と
す
る
。
後
大
正
三
年
二
且
十
一
日
正
五
位
を
泡
附
一
日
出
生
。
幼
名
資
松
。
明
治
二
年
七
且
父
政
均
の
凶
て
山
川
勝
内
陸
直
江
徒
約
の
義
子
と
な
り
、
姓
名
を
直
江

水
金
三
郎
は
狩
に
官
野
削
判
官
同
の
門
別
を
幻
滅
し
た
に

一
せ
ら
れ
た
o
利
仰
の
手
引
佐
々
木
多
を
木
町
と
し
、

一
川
に
訓
削
れ
る
や
、家
信
を
織
ぎ
五
瓜
石
を
則
自
領
し

J
二
勝
吉
と
い
ひ
、組
制
桝
を
大
和
V
A
は
安

mと
い
う
た
が
、

止
り
、
米
だ
刀
を
同
日
か
な
か
っ
た
か
b
談
釧
十
年
に

一
利
明
を
組
問
日
に
作
る
も
の
が
あ
る
。
涜
し
前
出
侯
の

一
十
三
年
五
且
部
族
に
列
し
男
閉
山
を
授
け
ら
れ
、
三
十

一
後
米
川
仰
を
脱
し
て
京
都
に
日
ん
だ
。

十
六
年
際
立
日

曜
せ
ら
れ
、
品
川
作
十
郎
と
上
出

二
一
一
ニ
と
も
亦
宋

一
利
子
と
老
隠
本
多
氏
の
姓
と
を
避
け
た
も
の
か
も
知
一

七
年
七
月
民
族
院
議
只
と
な
り
、
前
後
改
選
侍
に
之

一
此
付
一
作
び
政
震
を
前
凶
氏
に
祁
増
し
、
そ
の
交
捗
を

逢
非
た
る
を
以
て
禁
剣
=
一
年
と
し
、
他
の
十
二
人
は

一
れ
ぬ
。
そ
の
裕
鋭
を
暁
怨
院
理
山
一苅
明
民
士
と
い
ふ
一
に
岱
っ
た
が
、
大
正
九
年
病
を
以
て
僻
し
、
十
年
六
一
軍
ね
た
後
政
震
は
七
且

χ
金
仰
に
来
て
三
砥
石
を
受

皆
自
鋭
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
子
孫
川
裂
の
磁
を
苧
く

一
も
、
亦
迎
明
の
誌
に
凶
る
も
の
で
あ
る
。
利
明
に
男
一
且
三
十
日
正
四
位
に
肱
叙
、七
且
十
六
日
卒
去
し
た
。
一
け
、
本
多
氏
を
稽
し
た
。

十
八
年
取
附
の
前
凶
氏
が

る
を
併
さ
れ
、
そ
の
む
骸
は
本
多
氏
之
を
牧
め
て
、

一
子
な
〈
、

一
女
て
つ
が
あ
っ
た
が
後
間
断
絶
し
た
。

一
円
千
年
五
十
入
。
法
鋭
大
槻
院
、
野
凶
山
に
掠
る
。

一
説
に
有
す
る
新
川
郷
町
地
を
怒
滋
4
し
め
ん
と
の
訟

大
東
寺
な
る
政
士
山
本
多
政
均
の
怒
側
に
纏
め
、
仰
を

一

ホ
ン
ダ
ト
シ
ア
キ
セ
ン
セ
イ
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ
キ

一

ホ
ン
ダ
マ
サ
シ
ゲ

本
多
正
霊
木
多
佐
渡
守
正

一
あ
る
ゃ
、
利
長
乃
ち
政
鼠
を
江
戸
の
比
一
広
純
と
駁
附

樹
て
L
姓
名
と
総
命
の
制
と
を
録
し
た
。
設
し
こ
の

一
本
多
利
明
先
生
行
朕
記

一

加

、
宇
野
保
定
述
。
保

一
倍
の
弟
。
天
正
十
二
年
末
森
の
役
に
、
前
凶
利
家
の
一
の
父
疋
偶
と
に
措
は
し
て
議
似
せ
し
め
、
凶
っ
て
新

聞午は
明
治
年
間
に
於
け
る
復
健
史
の
以
後
を
飾
る
も

一
定
は
刺
明
の
門
人
で
、
河
北
浦
川同
日
川
寺
に
あ
る
利
明
一

軍
に

・従
う
て
出
陣
し
た
o正
蛮
は
諾
闘
に
統
抽
出
し
て
、
一
川
仰
を
失
は
ざ
る
こ
と
を
得
た
。

イ
九
年
利
長
の
必

の
で
、
太
政
官
が
六
年
二
且
七
日
布
慾
第
三
十
七
統

一
の
紀
念
仰
建
設
省
の
一
人
で
あ
る
o

一
話
時
加
到
に
厨
た
の
で
あ
る
o
滞
翰
約
に
い
ふ
。

正

一
後
、
六
且
十
三
日
附
を
以
て
利
治
か
ら
一
一
市
山
石
を
加

に
よ
り
復
限
を
倣
掛
川
し
た
の
も

ホ
ン

七

六
六


